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名

 その他
今後の方向性

上

□ 縮小　□ 改善 も

水

に、毎日の水質監視を

道

行う。また、水源から

基

給水栓に至る全ての工

本

程に起こり得る危害事

目
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安定した水道

り

水の供給を行うための

、

施設維持管理 令和　４

安

年度 令和　５年度 令和

全

　５年度 令和　６年度

で

令和　４年度 令和　５

お

年度 令和　５年度 令和

い

　６年度
活動指標名 単

し

位
実績 計画 実績 計画 決

い

算 当初予算 決算 当初予

水

算
全体事業概要

①
計器

道

監視業務 日 365 36

水

6 366 365
老朽化

を

している各施設につい

安

て、保守点検等により

定

、
施設の延命化に繋が

的

るよう施設の維持管理

に

を行う。 0 0 0 0

②

令

供

和　７年度の優先度

③

給

2 　□ Ａ　　　 □

す

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

る

　　 □ Ｄ　

定期的

こ

な保守点検を行った結

と

果、施設機器等の不具
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合の早期発見による予

施

防修繕や、効率的な施

策

設運転により、
■ 計

の

画どおり   
令和　

方

５年度 施設の長寿命化

向
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安
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全
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な
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水
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な
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水
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計画対象 □

を

 実施計画査定対象 

供

 □ 行政改革対象 

給

□ 廃止　　　　 

するため、水質検査計画に基づき定期的な水質の検査を行うとともに、毎日の水質監視を実施した。また、水道施設についても、定期的な保
■ 計画どおり   

令和　５年度 守点検を行うことで、設備機器等の不具合の早期発見による予防修繕等により、経費削減に努めることができた。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後についても、水質検査計画及び水道維持管理指針に基づき、安全な水道水を供給できるよう維持管理に努める。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 
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検査計画に
基づき、定
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水質監視を実施
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名
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②ての
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基
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作

の検査を実施するとと

成

もに、毎日の水質監視

日

を行ったことにより、
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安全な
■ 計画どおり

和

   
令和　５年度 水

　

の供給の確保ができた

６

。
□ 遅延     

年

    
の評価

□ 進

　

展なし     

■ 

８

維持　□ 拡大 安全・

月

安心に水道水が利用で

　

きるようにするため、

１

水質検査計画に基づき

日

、定期的な水質の検査

概

を実施するとと
事業区

施

分 □ 自治事務   


